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■ 工 事 の 進 捗 率 平成３０年９月末現在

ト ン ネ ル 掘 削 率

ト ン ネ ル 完 成 率

※トンネル掘削率とは、トンネル延長2,875ｍのうち、トンネル断面（右図の赤点線）の掘削が完了した延長の割合です。

※トンネル完成率とは、トンネル延長2,875ｍのうち、外周のコンクリート（右図の水色）と盛土（右図の茶色）が完成した

■ 平 面 図 ■ ９ 月 の 工 事 状 況

中学生の総合学習を行いました！
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「ふくしま復興再生道路」とは、復興と帰還を加速させるため、避難解除等区域やその周辺の広域的な物流や地域医療、産業再生を支える幹線道路です。
道路管理者の福島県において、平成30年代前半までの完成を目指して戦略的に整備を進めています。
そのうち、延長3.3km区間の『十文字改良』は、道路法第27条に基づき、道路管理者である福島県に代わって国土交通省が事業を実施しています。
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川内村役場

■ 位置図 399
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延長の割合です。
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コンクリートの製作体験

■材料（水･砂･砂利･
セメント）を実際に
練り混ぜ、プラスチ
ック製の箱に詰めて
丁寧に表面をならし
ている状況です。

→身近な材料で簡単に
造れることを体験し
ていただきました。

※「上半部」と「下半部」に分けて掘削しています。

いわき市側

川内村側

下半部

上半部

■トンネルの中では、山から出てくる水
の処理、トンネルの中の空気をキレイ
にする粉じん対策、昼も夜も安全に
工事を行うための工夫や多数の作業員
が連携して仕事をするチームワークの
大切さなどを学んでいただきました。

十文字トンネル工事の現場で『体験型現場学習会』を実施しました。

※好奇心の旺盛な中学生が実際に体験(触れる・造る・驚く・楽しむ・納得)していただくことで、
建設業の魅力を感じとっていただく学習会です。福島県建設業協会の協力のもと実施しました。

掘削中

平成２９年６月～

平成３０年２月～

｢総合的な学習の時間｣の一環で十文字トンネルを見学していただきました。

～平成３０年９月１３日：いわき市立草野中学校（３名）～

～平成３０年９月１９日：いわき市立川前中学校（２名）～

２

測量機器を使用した
距離測定体験

■光を発信・受信
する光波測距儀
から、光を反射
するプリズムに
望遠鏡内の十字
線を合わせてい
る状況です。

→距離を測る速さ
や正確さを体験
していただきま
した。

工事中のトンネルの実態体験

■滅多に入れない工
事中のトンネルの
中で、使用してい
る材料や機械の説
明を熱心に記録し
ている状況です。

→「どうして、普通
のマスクではない
特殊なマスクをす
るの？」といった
質問もされました。

光波測距儀
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２ ３

■トンネル工事をするうえで必要な設備
（換気設備･ベルトコンベア･セメント
サイロ･濁水処理設備･火薬置き場など）
の説明をしている状況です。

１ ベルコン 換気設備

作業足場
換気設備

ベルコン


